
もっと知って欲しい！　
魅力ある農業のこと。
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JAグループ京都は、京都マラソン2025を応援しています。
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年
男
さ
ん
・
年
女
さ
ん
か
ら
素
敵
な
年
賀
状
と
と
も
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
に
と
り
ま
し
て
、
今
年
が
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま
り
我
が
国
の
経
済
は
訪
日
外
国
人

が
過
去
最
高
を
記
録
し
、
企
業
収
益
が
高
水
準
で
推

移
す
る
中
で
雇
用
や
所
得
環
境
が
改
善
傾
向
で
推
移

す
る
な
ど
回
復
基
調
に
入
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
金
融
面
で
は
日
銀
が
10
年
以
上
に
亘
り
続

け
て
き
た
異
次
元
の
金
融
緩
和
政
策
に
よ
っ
て
マ
イ

ナ
ス
金
利
を
導
入
し
、
国
民
に
は
ゼ
ロ
金
利
で
利
払

い
の
付
か
な
い
時
代
を
強
い
て
き
ま
し
た
が
、経
済
・

物
価
が
着
実
な
上
昇
傾
向
に
回
復
し
た
こ
と
か
ら
今

年
、
金
融
政
策
を
正
常
に
戻
し
、
金
利
の
あ
る
時
代

に
も
ど
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
農
業
面
で
は
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

に
よ
っ
て
飼
料
・
肥
料
・
燃
油
等
の
農
業
資
材
価
格
の

高
騰
や
円
安
の
進
行
で
農
業
経
営
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
コ
ス
ト
上
昇

分
の
適
切
な
価
格
転
嫁
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
加
え
て

高
齢
化
に
よ
る
農
業
者
の
減
少
や
新
規
就
農
者
の
減

少
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
農
業
の
持
続
可
能

性
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
政
府
は
25
年
ぶ
り
に「
食
料・
農
業・

農
村
基
本
法
」を
改
正
し
、
38
％
に
ま
で
落
ち
た
食
料

自
給
率
の
回
復
に
よ
る
食
料
安
全
保
障
の
確
立
と
農

産
物
の
適
正
な
価
格
形
成
等
を
確
立
す
る
こ
と
な
ど

を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
実
現
に
は
現
石
破
政

権
に
よ
る
具
体
策
の
推
進
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

管
内
の
農
業
に
と
っ
て
、
昨
年
は
お
茶
が
絶
好
調
の

年
で
し
た
。
約
48
億
円
と
過
去
最
高
の
販
売
高
を
記
録

し
ま
し
た
。
訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
含
め
た
抹
茶
ブ
ー

ム
で
、
販
売
高
全
体
の
74
％
を
抹
茶
仕
向
用
の「
て
ん

茶
」が
占
め
て
い
ま
す
。
一
方
、
今
夏
の
記
録
的
な
猛

暑
は
野
菜
生
産
や
米
の
品
質
に
は
大
変
厳
し
い
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
救
い
は
、
米
価
の
か
つ
て
な
い
高
騰
が

農
家
の
生
産
意
欲
を
高
め
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
は
高
温
耐
性
の
あ

る
野
菜
や
米
の
品
種
へ
の
切
り
替
え
の
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
管
内
農
業
者
の
平
均
年
齢
が
70

歳
を
超
え
た
こ
と
か
ら
、
販
売
力
強
化
に
よ
る
産
地

拡
大
に
加
え
、
次
世
代
総
点
検
運
動
を
展
開
し
、
後

継
者
育
成
に
も
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、「
宇
治
茶
、

京
野
菜
、
山
城
産
米
」の
３
大
ブ
ラ
ン
ド
の
産
地
拡

大
に
よ
っ
て
持
続
可
能
な
山
城
農
業
を
一
層
強
化
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
の
果
た
す
も
う
ひ
と
つ
の
役
割
に「
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
」を
掲
げ
て

い
ま
す
。
特
に
中
山
間
地
域
で
は
人
口
減
少
の
波
が

大
き
く
、
暮
ら
し
に
お
け
る
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

が
弱
ま
る
中
、
地
域
農
業
を
し
っ
か
り
根
付
か
せ
、

Ｊ
Ａ
総
合
事
業
の
展
開
を
通
し
て
お
互
い
が
支
え
合

う
地
域
共
生
社
会
づ
く
り
に
役
割
発
揮
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
の
為
に
、
今
年
は
地
域
の
商
店
等
の
協

力
も
得
て
、
地
域
女
性
の
皆
さ
ん
に
魅
力
あ
る
活
動

を
展
開
す
る
こ
と
で
、
１
万
人
の
女
性
部
員
・
組
合

員
拡
大
運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
は「
巳
」年
、
蛇
が
脱
皮
を
繰
り
返
し
再
生
す

る
こ
と
か
ら「
新
し
い
挑
戦
や
変
化
に
前
向
き
に
挑

ん
で
い
く
年
」、
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
皆
様

に
と
っ
て
幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

代
表
理
事
組
合
長
　

 

十
川
　
洋
美

迎 

春
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家
族
が
健
康
で
楽
し
く
過
ご
せ
る

一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

城
陽
市
　
菊
岡 

祐
一
さ
ん

今
年
も
健
康
に
気
を
つ
け
て

向
上
心
を
持
っ
て

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

宇
治
田
原
町
　
石
川 

和
子
さ
ん

新
し
い
こ
と
に
た
く
さ
ん

挑
戦
し
て
い
く
年
に

し
た
い
で
す
。

宇
治
市
　
⻆
友 

佑
衣
さ
ん
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Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
京
都
は
11
月
22

日
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

で
第
30
回
Ｊ
Ａ
京
都
府
大
会
を
開
き
、

２
０
２
５
年
度
か
ら
向
こ
う
３
年
間
の

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
京
都
の
基
本
方
針
を
決

議
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、「
協
同
の
力
で
食
と
農
の

未
来
を
拓
く
〜
組
合
員
・
地
域
と
と
も

に
歩
む
〜
」を
テ
ー
マ
に
、

①�

未
来
に
つ
な
ぐ
組
織
・
経
営
基
盤
強

化
に
向
け
た
組
合
員
拡
大
の
実
践

②�

京
都
府
農
業
を
未
来
に
つ
な
ぐ
農
業

生
産
基
盤
の
確
立

③�

豊
か
な
く
ら
し
を
未
来
に
つ
な
ぐ

組
織
・
事
業
基
盤
の
強
化

④�

総
合
事
業
を
支
え
る
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤

の
強
化

⑤�

京
都
府
農
業
・
Ｊ
Ａ
へ
の
府
民
理
解

の
醸
成

を
重
点
実
施
事
項
に
掲
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、永
年
勤
続
の
非
常
勤
役
員
や

農
業
振
興
功
労
者
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
管
内
の
受
章
者
は
次
の
通
り
。

【
非
常
勤
役
員
表
彰
】

【
農
業
振
興
功
労
表
彰
】

第
30
回
Ｊ
Ａ
京
都
府
大
会
開
く

トロフィーを受け取った川嶋理事（右）

　
11
月
30
日
、京
都
パ
ル
ス
プ
ラ
ザ
で

「
京
都
府
農
林
水
産
業
功
労
者
表

彰
、
京
都
府
農
山
漁
村
伝
承
優
秀

技
能
認
定
、
若
手
農
林
漁
業
者
表

彰
」
が
開
か
れ
、
当
Ｊ
Ａ
管
内
か

ら
14
人
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

管
内
の
受
賞
者
は
次
の
通
り
。

【
農
林
水
産
業
功
労
者
表
彰
】

《
第
１
号
経
営
成
果
》

上
野
信
昭
（
八
幡
市
）、

藤
井
武
雄
（
宇
治
市
）、

山
口
吉
広
（
久
御
山
町
）

《
第
３
号
女
性
の
地
位
向
上
》

上
田
幸
子
（
久
御
山
町
）

《
第
４
号
農
林
水
産
業
各
分
野
の

振
興
》

久
保
雅
昭
（
和
束
町
）、

田
宮
正
康
（
京
田
辺
市
）、

藤
林
英
和
（
同
）

【
若
手
農
林
漁
業
者
表
彰
】

大
川
雄
平
（
宇
治
田
原
町
）、

北
川
侑
（
八
幡
市
）、

佐
原
範
靖
（
宇
治
市
）、

細
川
寛
明
・
沙
也
香
（
城
陽
市
）、

山
本
甚
太
郎
・
恵
子
（
宇
治
市
）

やましろ地域の受賞者・関係者の皆さん

川嶋 一生山本 晃一郎古里 治彦

谷 則男

京
都
府
農
林
水
産
フェス
テ
ィ
バ
ル
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高
温
耐
性
の
あ
る
品
種
へ
順
次
転
換

Ｊ
Ａ
で
は
、「
宇
治
茶
」「
京
野
菜
」

「
米
」の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
前
面
に
打
ち

出
し
た
販
売
と
指
導
の
両
輪
で
産
地

振
興
を
行
っ
て
お
り
、米（
山
城
産
ヒ

ノ
ヒ
カ
リ
）に
つ
い
て
は
、特
別
栽
培

米
部
会
を
中
心
に
安
全
安
心
で
売
れ

る
米
作
り
を
推
進
し
た
結
果
、
２
年
連

続
で
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
で「
特
Ａ
」を

獲
得
す
る
な
ど
高
い
評
価
を
受
け
て

い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
球
温
暖
化
の

影
響
に
よ
る
高
温
障
害
が
発
生
し
、

２
０
２
３
年
産
米
の
１
等
米
比
率
は

26
・
９
％
、
２
０
２
４
年
産
で
は
18
・

１
％
と
品
質
の
低
下
が
見
ら
れ
、格
下

げ
に
よ
る
農
業
者
所
得
の
低
下
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
よ
り
も
高
温
耐
性
の
あ

る
品
種
へ
の
早
急
な
切
り
替
え
が
不

可
欠
な
状
況
で
す
。

全
国
的
に
も
高
温
耐
性
品
種
の
作
付

け
が
増
加
し
、2
0
2
3
年
は
主
食
用

米
の
14
・
７
％（
18
万
２
，
８
６
９
ha
）

を
占
め
、食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て

「
特
Ａ
」に
格
付
け
さ
れ
た
43
産
地
品

種
の
う
ち
５
割
強
は
高
温
耐
性
品
種

が
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
な
か
、

Ｊ
Ａ
で
は
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
よ
り
高
温
耐

性
が
あ
る
品
種
と
し
て「
き
ぬ
む
す
め
」

を
推
奨
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
同
品

種
は
、鳥
取
県
、島
根
県
、岡
山
県
が
３

年
連
続
で
特
Ａ
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
度
か
ら
順
次
、品
種
を
切

り
替
え
る
予
定
で
す
。

２
０
２
５
年
度
に
つ
い
て
は
、
種

籾
の
確
保
が
十
分
に
で
き
な
い
た
め
、

２
０
２
４
年
産
米
の
検
査
で
高
温
障

農
機
事
業
の
新
体
制
に
つ
い
て

管
内
で
は
基
幹
的
農
業
従
事
者
の

減
少
が
す
す
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
農

機
市
場
の
需
要
が
大
幅
に
落
ち
込
ん

で
お
り
、競
合
店
の
廃
業
も
す
す
ん
で

い
ま
す
。
農
機
事
業
は
組
合
員
か
ら
の

関
心
が
高
く
、担
い
手
へ
の
営
農
サ
ー

ビ
ス
の
一
環
と
し
て
事
業
展
開
し
て

お
り
、競
合
店
の
廃
業
に
よ
り
サ
ー
ビ

ス
提
供
の
期
待
は
あ
り
ま
す
が
、縮
小

傾
向
は
否
め
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、Ｊ
Ａ
全
農

京
都
と
連
携
し
、10
年
先
も
組
合
員
の

負
託
に
応
え
る
農
機
事
業
の
展
開
を

め
ざ
し
て
体
制
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

こ
の
度
、Ｊ
Ａ
全
農
京
都
が
宇
治
茶
流

通
セ
ン
タ
ー（
城
陽
市
）と
隣
接
し
た

土
地
に
建
設
し
て
い
る
新
た
な
農
機

整
備
セ
ン
タ
ー
に
中
部
農
機
セ
ン
タ

ー
の
整
備
・
点
検
機
能
を
移
転
し
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
、現
在
の
中
部
農
機

セ
ン
タ
ー
は
廃
止
し
ま
す
。

ま
た
、南
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
を

茶
用
機
械
に
特
化
し
た
整
備
拠
点
と

し
て
設
置
す
る
ほ
か
、北
部
営
農
経
済

セ
ン
タ
ー
に
各
地
へ
出
向
く
職
員
を

配
置
し
て
よ
り
効
率
的
に
農
機
整
備

が
で
き
る
体
制
を
整
え
て
ま
い
り
ま

す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

害
の
影
響
を
受
け
て
１
等
米
比
率
が

低
か
っ
た
一
部
の
地
域
に
限
定
し
て

「
き
ぬ
む
す
め
」の
種
子
を
供
給
す
る

予
定
で
す
。

２
０
２
６
年
度
は
供
給
量
を
増
や
し
、

２
０
２
７
年
度
に
は
切
り
替
え
を
完
了

さ
せ
る
予
定
で
す
。

切
り
替
え
に
伴
い
、Ｊ
Ａ
の
米
買
取

価
格
も
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
と
同
等
に
扱
い

ま
す
。
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茶用機械の展示会
　12月３日、南部営農経済センター（木津川市
加茂町）で茶用機械展示会を開きました。
　会場では、乗用茶刈機や乗用管理機用の草刈
りアタッチメントなどを展示したほか、当日持
ち帰り特別価格で茶摘袋やエンジンオイルな
どを販売しました。

年金友の会ゴルフ大会
　11月26日、宇治田原カントリー倶楽部で第10回年
金友の会ゴルフ大会を開き、64人が参加しました。
　当日は、途中で雨が降るコンディションでしたが
プレーを楽しみ、スコアを競いました。
　結果は次の通り。
優　勝＝横田 憲孝（宇治市）
準優勝＝谷口 芳宣（同）
第３位＝奥谷 輝久（宇治田原町）

親子づれに大人気のアンパンマンミニショー
城陽市（12/7）

新鮮な野菜がズラリ
京田辺市（12/7）

「当尾ごぼう」を買い求める来場者
木津川市加茂（12/14）

ほうじ茶の詰め放題に挑戦
井手町（12/14）

青壮年部によるネギ焼きの販売
久御山町（12/14）

機械の説明を聞く来場者

ティーショットの行方を見守る

062025.1  vol . 358



地域の話題地域の話題
あ と れ ク リ ッ プ

管内の特産品をPR
　11月30日と12月１日、パルスプラザ京都で開かれ
た「京都府農林水産フェスティバル」で管内特産品の
ＰＲ・販売を行いました。

各地で
ＪＡまつり賑わう
　基幹支店などを会場に、
ＪＡまつりや農業祭を開催
しました。
　会場では地元産新鮮野菜
の販売や女性部、青壮年部
も出展して地域住民と交流
しました。
　各店とも趣向を凝らした
企画を行い、地域の幅広い
年代の参加者でにぎわいま
した。

和食の魅力を世界に
　12月10日、ＪＡ全農と農林水産省は各
国の駐日大使夫妻・大使公邸料理人ら約
100人を招いて東京都港区の迎賓館赤坂離
宮で国産農畜産物の輸出拡大に向けた和
食晩餐会を開きました。
　ＪＡグループ京都の中川泰宏会長らが
京野菜の歴史や伝統、国産農畜産物の魅力
などをアピールしました。

あいさつする中川会長

抽選会に参加する親子
宇治田原町（11/23）

いろいろな売り場を見て回る
八幡市（11/30）

天理教音楽研究会管楽部の演奏
和束町（11/24）

地元中学生の演奏
宇治市（12/7）

来場者に直売所のPR

人気のほうじ茶詰め放題

　宇治茶の販売では、ほうじ茶の
詰め放題が人気を集めたほか、特
設ステージでは農産物直売所の店
長が各店の特徴をＰＲ。女性部や
青壮年部も加工品や農産物の販売
を行いました。
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12
月
２
日
、
女
性
部
久
御
山
町

支
部
は
、
大
阪
府
と
兵
庫
県
へ
日

帰
り
で
旅
行
し
ま
し
た
。

同
部
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
19
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

当
日
は
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
大
阪
池
田
を
訪

れ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
カ
ッ
プ
ヌ
ー

ド
ル
作
り
に
挑
戦
し
た
後
、
昼
食

に
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
の
「
山

里
」
で
日
本
料
理
を
堪
能
し
ま
し

た
。そ

の
後
訪
れ
た
神
戸
須
磨
シ
ー

ワ
ー
ル
ド
で
は
魚
を
見
た
り
シ
ャ
チ

シ
ョ
ー
を
見
た
り
し
て
楽
し
み
ま
し

た
。参

加
者
は
「
久
し
ぶ
り
に
部
員
に

会
え
て
会
話
す
る
機
会
が
で
き
て
楽

し
か
っ
た
」
と
話
し
て
喜
び
ま
し

た
。

ぎ
塩
チ
キ
ン
」
や
「
小
松
菜
と
ち

く
わ
の
和
え
物
」
な
ど
計
11
品
の

料
理
を
参
加
者
に
ふ
る
ま
っ
た
ほ

か
、
レ
シ
ピ
の
紹
介
も
行
い
ま
し

た
。第

２
部
で
は
「
フ
レ
イ
ル
（
心

身
の
衰
え
）
に
つ
い
て
」
の
講
演

が
あ
り
、
参
加
者
は
加
齢
に
よ
る

心
身
の
衰
え
を
防
ぐ
方
法
を
学
び

ま
し
た
。

参
加
者
は
「
今
日
食
べ
た
料
理

の
レ
シ
ピ
が
参
考
に
な
り
ま
し

た
。
料
理
も
美
味
し
か
っ
た
で

す
」
と
話
し
て
喜
ん
で
い
ま
し

た
。

　今月は、p.54〜p.61
「イチゴがとまらない！」
です。
　イチゴのスイーツやイ
チゴ料理のレシピ、個性
派イチゴの品種を紹介し
ています。

1月号（定価922円）

1月号
今月の読みどころ

11
月
13
日
、 

女
性
部
八
幡
市
支

部
と
八
幡
農
村
女
性
グ
ル
ー
プ

は
、
同
Ｊ
Ａ
八
幡
市
支
店
で
第
32

回
八
幡
市
特
産
品
料
理
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
開
き
、
行
政
関
係
者

や
Ｊ
Ａ
、
地
域
住
民
ら
45
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

同
イ
ベ
ン
ト
は
く
ら
し
の
活
動

の
一
環
で
、
料
理
を
通
し
て
地
産

地
消
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
毎
年

開
い
て
い
ま
す
。

第
１
部
で
は
同
部
員
が
発
案
し

た
地
元
野
菜
を
使
っ
た
「
九
条
ね

八
幡
市
料
理
フ
ェ
ス

久
御
山
町
支
部

親
睦
旅
行

久しぶりの交流を楽しんだ

料理を準備する部員ら

料理を味わう参加者
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Ｊ
Ａ
京
都
や
ま
し
ろ
は
12

月
10
日
、
第
13
期
女
性
大
学

「
美ミ

ス

ト

ｉ
ｓ
ｔ
」
第
６
回
講
座
「
キ

ム
チ
作
り
」
を
や
わ
た
流
れ
橋
交

流
プ
ラ
ザ
四
季
彩
館
で
開
き
受
講

生
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
京
都
野
菜
耕
房
の
藤
田

正
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
参
加
者

は
ハ
ク
サ
イ
キ
ム
チ
作
り
の
手
順

と
し
て
塩
漬
け
白
菜
と
ヤ
ン
ニ
ョ

ム
の
作
り
方
を
学
び
ま
し
た
。

藤
田
さ
ん
は
「
下
準
備
を
怠
る

と
美
味
し
い
キ
ム
チ
は
で
き
な

女
性
大
学

キ
ム
チ
作
り

撮影：ＪＡ京都やましろ

金時にんじんの
マリネと
端材で作る
きんぴら

今月は…

〈女性部久御山町支部のレシピから〉

お い し く

食食べようべよう

い
」
と
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
、
白

菜
を
塩
漬
け
す
る
際
の
塩
の
分
量

や
手
順
な
ど
を
伝
授
。
そ
の
後
、

参
加
者
は
リ
ン
ゴ
や
イ
ワ
シ
エ
キ

ス
、
粉
と
う
が
ら
し
な
ど
13
種
類

の
材
料
を
混
ぜ
て
ヤ
ン
ニ
ョ
ム
を

作
り
、
藤
田
さ
ん
が
前
日
に
塩
漬

け
し
て
準
備
し
た
白
菜
１
枚
１
枚

に
丁
寧
に
塗
り
込
ん
で
キ
ム
チ
を

仕
込
み
ま
し
た
。
１
週
間
ほ
ど
漬

け
込
む
と
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

参
加
者
は
「
本
当
に
自
分
で
キ

ム
チ
が
作
れ
る
と
思
わ
な
か
っ

た
」「
１
週
間
後
の
で
き
あ
が
り

が
楽
し
み
」
と
喜
び
ま
し
た
。

塩漬けの方法を指導する藤田さん

材料を混ぜてヤンニョムを作る

作り方
【マリネ】
❶マリネ液の材料を煮立て、赤とうがらしを取り出して冷ます。
❷金時にんじんの上半分を３cmの輪切りにして煮崩れしないように茹で、冷ましてから花
型にくり抜く。
❸②を①のマリネ液に数時間漬けたら完成。

【きんぴら】
❶残りの金時にんじんを細く切り、型抜きした残りの部分は半分に切る。
❷フライパンにごま油をひき、中火で薄く切った金時にんじんを入れてしんなりするまでいためる。
❸しんなりしてきたら、残りの金時にんじんと【A】を加えて炒める。
❹汁気がなくなってきたら火を止める。
❺器に盛り、白ごまをふりかけたら完成。

材料（4人分）
金時にんじん……………１本
《マリネ液》
酢…………………… 50ml
白ワイン……………… 50ml
水…………………… 50ml
昆布… ……………… ３cm
はちみつ…………… 小さじ２
赤とうがらし……………１本
《きんぴら》
ごま油…………… 大さじ1/2
白ごま……………………適量
　　　砂糖… …… 大さじ1
　　　しょう油…… 大さじ1
　　　みりん…… 大さじ1/2
　　　酒……… 大さじ1/2

【A】
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キラリ★マイライフ

キラリ★マイライフ
城陽市

西
にし

村
むら

 圭
けい

史
し

さん（32）

『裁量を持ってできるのが農業の魅力裁量を持ってできるのが農業の魅力』
　就農前に働いていた職場では、自分の裁量が少なく、定め
られたルールに従って働く仕事に窮屈さを感じていました。
　実家には小さいながら農地があり、いずれは本格的に勉強
をした上で農業に取り組みたいと考えていたこともあってＪＡ
の「担い手養成実践農場」で研修を受けることにしました。
　研修で野菜の栽培に取り組む中で、頭で理解していても
作業が追いつかない難しさを感じています。実際に9月末に
植えた小松菜では水や土の管理が上手くいきませんでした。
　修了後には軟弱野菜を中心に栽培したいと考えています
が、研修を受ける中で「一から始める」を多く経験し、残りの
期間も多くの学びを得たいと思っています。

出荷規格を確認

研修条件

お問い合わせ先 ＪＡ京都やましろ 営農部（担当：辻尾・青柴）
TEL : 0774-62-5890（平日：９時～17 時）

（株）ジェイエイやましろファーム（井手町）
２年
毎年３人程度
18万円／月（就農準備資金・雇用就農資金を活用）
研修開始時に概ね 45歳未満で、研修終了後
にＪＡ管内で独立就農をめざす者

①栽培管理等の生産技術・知識に関する研修
②農業機械・機器・設備の操作方法、整備、
安全対策に関する研修
③販売・流通・マーケティングの知識、帳
簿や財務諸表の作成、労務管理等の農業
経営に関する研修
④管内優良経営体での実践研修
⑤栽培講習塾（ナス・えびいも等）への参加
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開催日時　2025 年１月 17 日㊎
開催場所　リーガロイヤルホテル京都
参 加 費　9,500 円（『家の光』前納購読者価格 9,000 円）
募集人数　先着 100 人
申込締切日　2025 年１月９日㊍
※締切後のキャンセルにつきましては、キャンセル料が発生する場合があります。

「年女さん」には
プレゼントあり！
（要事前申請）

いずれも、お近くのＪＡ支店でお申し込みください

「ＪＡ健康寿命 100 歳プロジェクト」の一環とし
て、女性部員の健康づくりと交流に取り組みます。
今年は、いつでも、どこでも、誰でも生活の一部と
して取り組めるウォーキングの秘訣を専門講師
から学びます。

講師：NPO法人京都府ウォーキング協会
　　　福島 勝 氏
内容：ウォーキングに関する知識と実際

の歩き方講座

開催日時　2025 年１月 28 日㊋
開催場所　京田辺市田辺中央体育館
　　　　　　（京田辺市田辺丸山 19）
参 加 費　無料
募集人数　先着 200 人
持 ち 物　上靴、飲み物、タオル
　　　　　　　　※動きやすい服装でおこしください。
申込締切日　2025 年１月 21 日㊋

営農・経済事業
・担い手養成実践農場を設立。３人の研修生受け
入れ。
・山城産農産物の有利販売のため、ＪＡ自らグロー
バルＧＡＰの団体認証を取得（６人の組合員を支
援）。ＧＡＰ認証支援が担える職員５人育成中。
・良食味米生産に向けて高温対策とカメムシ被害対
策を周知。「きぬむすめ」「京式部」「にこまる」の
栽培試験実施。
・抹濃ブランドを前面に打ち出した販売拡大取組
み。海外進出に向けた商標登録の申請開始。
・抹茶加工施設の改修と抹茶粉砕機（ビーズミル）導
入による、抹茶加工施設拡大。
・良質なネギ苗の安定供給に取り組む。夏用品種
「あんじょう」の育苗実施。
・来春から中部農機センターを廃止。ＪＡ全農京都
の「農機整備センター」に移転。南部営農経済セン
ター（木津川市）を茶専用機械整備・修理拠点
化。京田辺市の北部営農経済センターを営業活動
拠点へ再編。

信用・共済事業
・本店融資担当者による住宅販売業者へ営業。各店
舗融資担当者による事業性資金の提案やイベントで
の小口ローンＰＲを実施。期首比２億１千万円増。
・地域の子育て世代を応援する「こどもくらぶ」立ち
上げ。180人登録。
                    2024 年９月末   2023 年 9 月末
事業総利益 15 億 1,931 万円 14 億 8,311 万円
事業管理費 14 億 1,285 万円 14 億 7,459 万円
事業利益 1 億 0,646 万円 852 万円
当期剰余金 2 億 3,054 万円 1 億 5,346 万円
貯金残高 3,386 億 7,467 万円 3,496 億 0,995 万円
貸出金残高 605 億 5,333 万円 589 億 4,116 万円
長期共済保有高 6,044 億 3,781 万円 6,221 億 8,899 万円
販売品取扱高 58 億 7,938 万円 52 億 3,802 万円
購買品供給高 15 億 7,166 万円 14 億 8,115 万円

半期開示項目について
「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律」
（平成10年法律第132号）第６条に基づく開示債権
などは支店にて閲覧できます。

2024年度上期決算報告　11月 19 日から 21 日にかけて第 59 回基幹支店別総代懇談会を開催しました。
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営業時間 ９：30～16：00
住 所  精華町祝園西１丁目 31－5
電話番号 0774-94-5698

＜新店舗完成イメージ＞

グリーンマーケット精華グリーンマーケット精華グリーンマーケット精華
現在、仮設店舗で営業中！

各地のＪＡ京都やましろ農産物直売所もご利用ください。

◆五里五里市（城陽市）
◆四季彩館（八幡市）
◆にこにこ市（京田辺市）

◆なごやか市（井手町）
◆307 ふる郷市・宇治茶の郷（宇治田原町）
◆花野果市（木津川市）

店舗一覧は、
こちらから→

リニューアルオープンに合わせて
フェアを開催します！

フェア中にお買い物していただいた
方には、花苗をプレゼント！

2025年　　　　    　　　　
２月８日㊏ 9：30～
リニューアルOPEN

キレイ！ 大きい！

営 業 日
　年中無休（年末年始・特休日除く）
営業時間
　９：00～15：30
住 所
　井手町多賀東松ヶ花 56-1
電話番号
　0774-82-2046

店頭の売り場にも屋根を設置！
この時期は、井手町特産のミカンがたくさん！

Information
インフォメーション
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　JAは総合事業の強みを活かして、皆さんのお困りご
との解決に向けてお手伝いする総合相談窓口を各支店
に設置しています。まずは、JA各支店にご相談ください。

お困りごとはまず、JA総合相談窓口へ

◦予約制です。各開催日の1週間前までに支店備え付けの申込書
にご記入のうえ、窓口でお申し込みください。
◦定員になり次第締め切らせていただきます。お申し込み後
のキャンセルはご遠慮ください。

相談日は変更になる場合がございます。

1月の各種無料相談日など 予約制

法 律 相 談

中川泰臣弁護士 近畿合同法律事務所
所属弁護士15日（水） 9:00〜本店 23日（木） 9:00〜本店

税 務 相 談
市原会計事務所 黒木正税理士

京田辺支店
城陽支店
井手町支店
山城支店
宇治田原町支店
久御山町支店
八幡市支店

14日（火）午後
15日（水）午前
15日（水）午後
16日（木）午前
16日（木）午後
22日（水）午前
22日（水）午後

中宇治支店
加茂・和束町支店

南山城村支店
精華町支店
木津支店

１5日（水）
21日（火）午前
（会場：加茂支店）

21日（火）午後
22日（水）午前
22日（水）午後

日　程

場　所

対象者

定　員

和束茶集出荷場
（和束町白栖小杉田 34）

20人（定員になり次第締切）

ＪＡの組合員で大型トラクタ等の所有者
または、導入予定者・営農集団オペレーター

農耕用大型特殊免許
取得講習会を開きます

担い手
応援！

申込期限：2025 年１月31日㊎

2025年3月4日㊋～6日㊍のうち、
次の２日間で実施します。
４日：開講式・安全講習・技能講習
５日：技能講習（１班10人）
６日：技能講習（２班10人）
※班編成については、事務局で調整させていた
　だきます。
※１班は４日と５日、２班は４日と６日で実施。
技能試験：2025 年 3月 13 日㊍
（京都府運転免許試験場で受験）

お近くの支店営農経済窓口でお申し込みください

１月
日SUN 月 MON 火 TUE 水 WED 木 THU 金 FRI 土 SAT日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED 木 THU 金 FRI 土 SAT

初売り

休業 休業 休業 休業

休業

日SUN 月 MON 火 TUE 水 WED 木 THU 金 FRI 土 SAT日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED 木 THU 金 FRI 土 SAT

はつか市
花野果市

花得市
花野果市

休業 休業 休業 休業

休業

野菜の特売
四季彩館

野菜の特売
四季彩館

宇治茶の郷：Instagram「ujityanosato.307」
のフォローお願いします。

ポイント２倍デー
にこにこ市

先着100人に花苗プレゼント
五里五里市



　　
「あなたの声を聴かせてください」運動の主な内容

第28回

フォトコンテスト

入選作品のご紹介

「あなたの声を聴かせてください」運
動を通じて組合員や利用者の皆さんの
さまざまなご意見・ご要望をいただき、
事業運営に反映させていただきます。

　ＪＡの収穫祭に参加しました。飲食
コーナーが充実していて地場産野菜
の販売コーナーもあるので毎年楽しみ
にしています。

　いつもご参加いただきあり
がとうございます。皆さんに楽

しんでいただけるように、職員で知恵
を出し合ってブースを設けています。
今後も、ご来場をお待ちしています。

　ＪＡ京都やましろのつどい「丘みどり
コンサート」が大変良かったです。来
年は、飲用水のラインアップに「レモン
ウォーター」を復活させていただけま
せんか。

　今年もＪＡ京都やましろのつ
どいにご参加いただきありがと

うございました。来年もご来場をお待
ちしています。「レモンウォーター」につ
きましては一昨年に廃盤となっていま
す。ご意見を参考に商品検討をさせて
いただきます。

　ＪＡくらしの活動で実施している「吹
矢教室」に参加しています。ＪＡ全体の

取組みにしたら楽しいと思うのです
が、いかがですか。

　各支店において、組合員・
地域住民とのつながりを強

化する目的でＪＡくらしの活動に取
り組んでいます。現在実施していな
い支店でも取り組めるように「吹矢
教室」の取組みを案内します。

佳良賞　特選 京都新聞賞

「茶畑一景」　北村 正博さん
撮影場所・和束町

2024年11月末 2023年11月末

組合員数 30,809人 30,389人

第1号組合員 13,556人 13,221人

第3号組合員 17,253人 17,168人

貯金残高 3,392億9,837万円 3,493億9,987万円

貸出金残高 607億5,374万円 595億0,111万円

長期共済保有高 6,012億7,576万円 6,188億2,882万円

販売品取扱高 63億8,198万円 56億7,635万円

購買品供給高 20億1,194万円 18億4,474万円

理事会報告	 （2024年11月22日開催）JAの近況
（協議事項）
●2024年度半期開示について協議しました。
●2024年度年末賞与の支給について協議しました。
●山城多賀フルーツラインの解体工事について協議
しました。

（報告事項）
●重油施設等の事業継承について報告を受けました。
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①クイズの答え
②関心を持って
　　　読んだ記事
③お便り・イラスト・
　　　　写真など
おたよりコーナーなど
で紹介する場合が
あります。

（ハガキ裏面）

610‒0331
京
田
辺
市
田
辺
鳥
本
１
の
２

Ｊ
Ａ
京
都
や
ま
し
ろ

ふ
れ
あ
い
課 

宛

あ
な
た
の
住
所

氏
名

eメールアドレス：atore@ja-yamasiro.com

クイズの答え・お便り・イラストなどはこちらまで
※お寄せいただきましたお便り、ｅメールの個人情報につきましては、
　おたよりコーナーの目的以外には、使用いたしません。

（敬称略）

★
あ

とれ
356号より

★組合員
MESSAGE

前回の答え「1,4,7,8,10」でした。

下のイラストには上の
イラストと違う部分が
５カ所あります。
間違っている部分を左
の枠内の数字で探して
ください。

応募締切は
1月15日です

正解者の中から抽選で10名の方に「図書カード500円分」を
お送りします。

久御山町特産の淀大根を生産する鵜ノ口
承太朗さん。

いつもたくさんの笑顔を取材させていた
だき、ありがとうございます。本年もよ
ろしくお願いいたします。	 （も）

宇 治 市

久 御 山 町
京 田 辺 市
宇治田原町
精 華 町

木 津 川 市

南 山 城 村

（356号）当選者発表

山 本 明 美
池 本 順 子
木 村 雅 代
奥 村 春 美
森 川 純 子
矢 野 幸 夫
中 村 年 江
石 井 利 樹
花 田 秀 子
髙本美公子

　
年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
動
く

こ
と
の
大
変
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。し
か
し
、稲
刈
り
を
終
え
収

穫
の
喜
び
を
味
わ
う
と「
よ
し
、

来
年
も
頑
張
ろ
う
」と
い
う
気

に
な
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

精
華
町
　
河
村
佳
子
さ
ん

　
日
が
暮
れ
る
の
が
早
く
な
り

ま
し
た
。金
木
犀
の
香
り
に
包

ま
れ
な
が
ら
、夕
日
に
照
ら
さ
れ

て
帰
る
、そ
ん
な
秋
が
好
き
で

す
。

城
陽
市
　
望
月
愛
奈
さ
ん

　
白
菜
、キ
ャ
ベ
ツ
等
消
毒
し
な

い
で
育
て
よ
う
と
虫
取
り
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

南
山
城
村
　
平
岡
ツ
ル
子
さ
ん

　
今
年
の
夏
は
猛
暑
で
、35
度

以
上
の
日
が
50
日
以
上
も
続

き
野
菜
の
種
子
を
蒔
い
て
も
全

滅
。10
月
に
入
っ
て
か
ら
蒔
い
た

と
こ
ろ
や
っ
と
発
芽
し
た
。遅
蒔

き
な
が
ら
順
調
に
育
っ
て
く
れ

よ
と
声
か
け
を
し
た
。

京
田
辺
市
　
奥
田 

豊
さ
ん

　
暑
か
っ
た
夏
も
終
わ
り
秋
本

番
で
す
。や
っ
と
主
人
と
山
登
り

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

山
で
ア
ケ
ビ
や
栗
は
見
る
の
で

す
が
、ヤ
マ
ブ
ド
ウ
は
出
会
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

宇
治
田
原
町
　
大
橋
美
鈴
さ
ん

表紙写真

編集後記

宇
治
市
　
俣
野
純
子
さ
ん

宇
治
田
原
町
　
垣
内
幸
子
さ
ん

木津川市　堀 好子さん八幡市　山本善和さん
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